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見込み案件の入力と集計、月間シフト表の作成
- チュートリアル

～ krewSheet Xrossモード～
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テーマ
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Before
kintone標準一覧

1. 見込み案件の入力と集計

After
krewSheet
(Xrossモード)
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Before
kintone標準一覧

2. 月間シフト表の作成

After
krewSheet
(Xrossモード)
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krewの基本
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krew の構成

全てkintone内で完結

アプリ管理者（[アプリ設定] – [プラグイン]） 一般ユーザ（アプリの一覧画面）

①デザイン部分

ノンプログラミングで高機能な一覧を作成

②実行部分

Excel感覚で入力と表示



7

kintoneとkrewの役割

kintoneで設定したテーマ・アクセス権等は引き継いで動作可能

• アプリの作成

• フォームの作成

• 一覧の作成

• 各種アプリの設定

• 一覧のレイアウト

• 一覧の各種設定

※krewSheetの設定はkintoneのプラグイン設定画面で行います

アプリの作成や基本設定

一覧詳細設定



２種類のモードで一覧表示
krewSheetでは2つのモードを提供しています。

各モードの特長についてはWebサイトでご確認ください。

Excelライクなデータ編集 ピボット集計入力・行列変換

このチュートリアルで解説するモード

https://krew.mescius.jp/lp/krewsheet-twomodes.htm
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本チュートリアルで学習できる内容について

「見込み案件の入力と集計」で学習 「月間シフト表の作成」で学習

ピボットビュー

複数レコードをピボットテーブル表示

行列変換ビュー

1レコードを行列変換表示

l ピボットテーブル表示で全体状況を明確化したい
l 全体状況を見通しながらレコードを入力／編集したい

l ⽇付など限り無く列行が増える一覧を表示したい
l 最⼩限のフィールド構成でアプリを運⽤したい
l 各セルに直接データ入力したい
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Point Point

本チュートリアルではXrossモードで利⽤できる２つのビューそれぞれの使い方を学習できます。

下記を参考に、利⽤⽤途にあわせて学習するセクションをお選びください。
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1. 見込み案件の入力と集計
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事前準備

案件管理アプリの作成
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案件管理アプリの作成

「おすすめのアプリ」から「案件管理」を選択

サンプルデータを含めてアプリを追加

kintoneポータル画面、またはスペースのメ
ニューから［アプリを追加］を選択
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ご利用開始の準備

1. プラグインインストール
2. アプリにプラグイン追加
3. アプリに一覧作成
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ご利用開始前の準備

https://jp.cybozu.help/k/ja/admin/add_plugin/p
lugin.html

１

２

３

kintoneにプラグインを
インストール

各kintone環境で１回だけ実施
（システム管理者）

kintoneシステム管理

https://jp.cybozu.help/k/ja/user/app_settings/pl
ugin.html

アプリにプラグインを追加

各アプリ作成時に実施
（アプリ管理者）

アプリに一覧を追加

表示形式は「カスタマイズ」
この一覧がkrewSheetになりま
す

一覧追加 「カスタマイズ」 必要に応じて
絞り込み設定

https://jp.cybozu.help/k/ja/admin/add_plugin/plugin.html
https://jp.cybozu.help/k/ja/admin/add_plugin/plugin.html
https://jp.cybozu.help/k/ja/user/app_settings/plugin.html
https://jp.cybozu.help/k/ja/user/app_settings/plugin.html
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krewSheetの設定
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krewSheetはプラグイン設定画面でデザイン

krewSheetデザイン（プラグイン設定）画面

30日無料お試しの申込みでシリアルナンバー入手可能
https://krew.mescius.jp/trial/

https://krew.mescius.jp/trial/
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①画面左上のSheetモードのアイコンを
クリック

1. Xrossモードの選択

②Xrossモードを選択

Xrossモードの設定画面が表示されます。

krewSheetのデフォルトのモードは「Sheetモード」です。一覧レイ
アウトを変更して集計を行う「Xrossモード」の「ピボットビュー」
を選択します。



18

①「⼩計」フィールドの値を集計

「⼩計」を値のフィールドドラッグエリアにド
ラッグ＆ドロップ

2. 集計表（ピボットテーブル）の作成（デザイン）

ピボットビューの集計方法
数値フィールドを［値のフィールドドラッグエリア］にドラ
ッグすると値の「合計」が集計されます。値の集計方法はド
ラッグしたフィールドの右の歯車アイコンをクリックして表
示されるダイアログで変更することができます。
ピボットビューでは以下の集計方法をサポートしています。
• 合計
• 個数
• 平均
• 最大
• 最⼩
• 一意のデータの個数
※設定可能な集計方法はフィールドタイプにより異なります

集計値（⼩計フィールドの合計）
が表示
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2. 集計表（ピボットテーブル）の作成（デザイン）

②製品ごとに集計

「製品名」を行のフィールドドラッグエリアに
ドラッグ＆ドロップ

③見込み時期（年月）ごとに集計

フィールドエリアの「見込み時期」をクリック
して展開。「年-月(見込み時期)」を列のフィー
ルドドラッグエリアにドラッグ＆ドロップ

製品ごとに集計値が表示

ここまでの設定が完了したら「アプリを更新」で実行結果を確認

製品および見込み時期ごと
に集計値が表示
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2. 集計表（ピボットテーブル）の作成（実行結果）

［行のフィールドドラッグエリア］に
設定したフィールド

［列のフィールドドラッグエリア］に
設定したフィールド

［値のフィールドドラッグエリア］に設
定したフィールドの値を集計（合計）

製品および見込み時期の年月ごとに⼩計を集計したピボットテーブルが表示
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3. ラベルと書式の設定（実行結果）
カスタムラベルと金額書式の設定

カスタムラベル
見出しのラベルは自由に変更することができます。このチュートリアル
では行見出しのラベルを「見込み時期」に変更します。

書式の設定
列／行／値の表示データはExcelの書式設定と同様に表示形式を変更す
ることができます。このチュートリアルでは値の書式を金額形式に変更
します。

カスタムラベル

値の書式を金額形式に変更



22

3. ラベルと書式の設定（デザイン）

①列のフィールドドラッグエリアにドラッグし
た「年-月(見込み時期)」の設定アイコンをクリ
ック

②カスタムラベルを「見込み時期」に変更し、
［OK］ボタンをクリック

カスタムラベルの設定
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3. ラベルと書式の設定（デザイン）

③値のフィールドドラッグエ
リアにドラッグした「⼩計」
の設定アイコンをクリック

④全般タブでカスタムラベル
に「金額」に変更

⑤書式タブで以下を設定し、
［OK］ボタンをクリック

⚫ カテゴリ：通貨

⚫ ⼩数点以下の桁数：0

⚫ 記号：￥(⽇本語)

カスタムラベルおよび金額書式の設定
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ブレークタイム
プラグイン設定画面と実行画面を手軽に行き来するTipsの紹介

[シート]タブー[全般]
「アプリ管理者」の場合のみ表示

あ

プラグイン設定画面

実行画面

「デザイン」と「アプリを更新」で
画面遷移がより手軽に！
アプリ作成の初期段階で有用
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4. 集計元データの表示（実行結果）
集計結果の元データを表示する詳細シートの活⽤

詳細シートを利用する際のポイント
・上部ピボットテーブルで選択したセルの集計元データを確認

- 抽出条件を指定したりする手間がなく、データの抽出機能としても手軽に利⽤可能
・集計結果を確認しながら元レコードの編集

- 詳細シートで編集した値を保存することで再集計してピボットテーブルに反映

選択された集計結果の集計元レコードが表示
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4. 集計元データの表示（デザイン）

①リボンエリアの［デザイン］タブの［詳細の
表示］をクリック

②ピボットテーブルの下のシートエリアをクリ
ック

集計結果の元データを表示する詳細シートの活⽤

シートエリアを
クリック

フィールドエリアが
シート用に切り替わる
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4. 集計元データの表示（デザイン）

③シートエリアに表示するフィールドをドラッグ＆ドロップ

シートエリアに追加するフィールド

1. 会社名

2. 製品名

3. 確度

4. 見込み時期

5. 単価

6. ⼩計

7. ユーザー数

フィールド追加後のシートエリア

①

②

③
④

⑤
⑥

⑦

シートエリアの一覧作成方法はSheetモードと
同様です。

集計結果の元データを表示する詳細シートの活⽤
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5. データのないアイテム表示（実行結果）
各製品の⼩計を集計元レコードの有無にかかわらず確度別に集計

集計元データにないアイテム行を表示

データのないアイテムを表示する際のポイント
・集計元レコードの有無にかかわらずレイアウトを固定表示可能
・空白セルに入力することで新規レコードの追加可能
※セルを編集するには値フィールドが編集可能などの条件があります
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5. データのないアイテム表示（デザイン）

①フィールドエリアの「確度」を行のフィー
ルドドラッグエリアにドラッグ＆ドロップ

②「確度」の設定アイコンをクリック

③「データのないアイテムを表
示する」をチェックし、［OK］
ボタンをクリック

「確度」フィールドの選択項目（A、B、C）
に該当するデータがない場合でもすべての項
目名をピボットテーブルの行に表示します。

各製品の⼩計を集計元レコードの有無にかかわらず確度別に集計
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6. 高確度(確度：A)の金額の集計（実行結果）

「製品名」の最終行にカスタム小計行を挿入

カスタム⼩計の活⽤

カスタム小計
ピボットテーブル上の集計値を数式で参照して独自の計算を行
うことができます。

この画面では、全製品の「確度」が「A」の⼩計を「高確度金
額」として表示しています。
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6. 高確度(確度：A)の金額の集計（デザイン）

①行のフィールドドラッグエリアの「製品
名」の設定アイコンをクリック

②「カスタム⼩計」タブを選択
して［＋］をクリック

③以下を設定し［OK］ボタンをクリック

カスタム⼩計の活⽤

⚫ カスタム⼩計名：高確度金額

⚫ 挿入位置：最終

⚫ 数式： SUMIF(ラジオボタン,"A",数値_1[Sum])

「ラジオボタン」は確度、「数値_1[Sum]」
は⼩計の合計のフィールドコードです。数式
では確度がAの⼩計の合計値を計算します。
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7. カスタム小計の背景色設定（実行結果）
条件付き書式の活⽤

他のセルの値と区別するために背景色を変更

条件付き書式を利用する際の注意
条件付き書式は集計値に適⽤されます。ピボットテーブル
の行数や列数が多いほど対象のセルが多くなりパフォーマ
ンスが悪くなります
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数式：

ドロップダウン_0 = "高確度金額" 

7. カスタム小計の背景色設定（デザイン）

②新しい書式ルールで以下を設定し［OK］ボタンをクリ
ック

条件付き書式の活⽤

①リボンエリアの［ホーム］タブの［新
規ルール］をクリック

背景色を設定

設定済みの書式は「ルールの管理」から確認／編集可
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完成
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2. 月間シフト表の作成
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事前準備

1. 月間シフト表アプリの作成
2. サンプルデータの読み込み
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［参照］ボタンをクリックして、このファイルに
同封している「月間シフト表アプリテンプレート
.zip」ファイルを選択し、［アプリを作成］をク
リック

「テンプレートファイルを読み込んで作成」を選択

1. 月間シフト表アプリの作成

kintoneポータル画面、またはスペースのメ
ニューから［アプリを追加］を選択
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［参照］をクリックし、このファイルに同封
している月間シフト表-SampleData.csvファイ
ルを選択

「ファイルから読み込む」を選択 ［読み込む］をクリックし、ファイルを読み込ん
でアプリに反映されたら完了

2. サンプルデータの読み込み

追加した月間シフト表アプリ
を開く
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ご利用開始の準備

1. プラグインインストール
2. アプリにプラグイン追加
3. アプリに一覧作成
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ご利用開始前の準備

https://jp.cybozu.help/k/ja/admin/add_plugin/p
lugin.html

１

２

３

kintoneにプラグインを
インストール

各kintone環境で１回だけ実施
（システム管理者）

kintoneシステム管理

https://jp.cybozu.help/k/ja/user/app_settings/pl
ugin.html

アプリにプラグインを追加

各アプリ作成時に実施
（アプリ管理者）

アプリに一覧を追加

表示形式は「カスタマイズ」
この一覧がkrewSheetになりま
す

一覧追加 「カスタマイズ」 必要に応じて
絞り込み設定

「1. 見込み案件の入力と集計」で実施済み

https://jp.cybozu.help/k/ja/admin/add_plugin/plugin.html
https://jp.cybozu.help/k/ja/admin/add_plugin/plugin.html
https://jp.cybozu.help/k/ja/user/app_settings/plugin.html
https://jp.cybozu.help/k/ja/user/app_settings/plugin.html
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krewSheetの設定
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krewSheetはプラグイン設定画面でデザイン

krewSheetデザイン（プラグイン設定）画面

30日無料お試しの申込みでシリアルナンバー入手可能
https://krew.mescius.jp/trial/

https://krew.mescius.jp/trial/
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①画面左上のSheetモードのアイコンを
クリック

1. Xrossモードの選択

②Xrossモードを選択

③ビュータイプを「行列変換ビュー」に変更

krewSheetのデフォルトのモードは「Sheetモード」です。一覧レイ
アウトを変更して単一レコードを表示する（集計を行わない）「Xross
モード」の「行列変換ビュー」を選択します。
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①「勤務区分」フィールドを編集対象に

「勤務区分」を値のフィールドドラッグエリア
にドラッグ＆ドロップ

2. 行列変換ビューの作成（デザイン）

勤務区分の最新レコードが表示

行列変換ビューの集計方法
行列変換ビューでは値の集計は行いません。特定のレコード
の値が表示されます。
同一セルで表示対象レコードが複数存在する場合は、以下の
ルールで1つのレコードの値が表示されます。
• 更新⽇時が最新のレコードの値
• 更新⽇時が同じ場合はレコード番号が大きいレコードの値
• 上記2つを満たしたテーブルのフィールドの場合は、テー
ブル内の最下行の値



45

2. 行列変換ビューの作成（デザイン）

②従業員名ごとに表示

「従業員名」を行のフィールドドラッグエリア
にドラッグ＆ドロップ

③勤務⽇ごとに表示

フィールドエリアの「勤務⽇」をクリックして
展開。「年-月-⽇(勤務⽇)」を列のフィールドド
ラッグエリアにドラッグ＆ドロップ

従業員ごとに勤務区分が表示

ここまでの設定が完了したら「アプリを更新」で実行結果を確認
従業員および勤務⽇ごとに勤務区分が表示
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2. 行列変換ビューの作成（実行結果）

［行のフィールドドラッグエリア］に
設定したフィールド

［列のフィールドドラッグエリア］に
設定したフィールド

［値のフィールドドラッグエリア］に
設定したフィールド

従業員および勤務⽇ごとに勤務区分が表示
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3.ラベルと日付書式の設定（実行結果）
カスタムラベルの設定と⽇付の多段表示

カスタムラベル
見出しのラベルは自由に変更することができます。このチュートリアル
では列見出しのラベルを「勤務⽇」に変更します。

日付／時刻フィールドの多段表示
⽇付／時刻フィールドを列（または行）に配置した場合は、⽇付／時刻
を複数の行（列）に分けて表示することができます。このチュートリア
ルでは列に配置した⽇付を月と⽇に分けて2行で表示します。

カスタムラベル 日付を月と日に分けて2行表示
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3.ラベルと日付書式の設定（デザイン）

①列のフィールドドラッグエ
リアにドラッグした「年-月-
⽇(勤務⽇) 」の設定アイコン
をクリック

②全般タブで以下を設定し、［OK］ボタンをクリック

カスタムラベルの設定と⽇付の多段表示

⚫ カスタムラベル：勤務⽇

⚫ ⽇付を多段表示する：チェック

– 月

– ⽇

［＋］ボタンをクリックして多段表示項目を追加
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ブレークタイム
プラグイン設定画面と実行画面を手軽に行き来するTipsの紹介

[シート]タブー[全般]
「アプリ管理者」の場合のみ表示

あ

プラグイン設定画面

実行画面

「デザイン」と「アプリを更新」で
画面遷移がより手軽に！
アプリ作成の初期段階で有用
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4. 総計の非表示（実行結果）
行および列の総計を非表示

総計を非表示に設定
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4. 小計と総計を非表示にする（デザイン）

①リボンエリアの［デザイン］タブで［総計］
ー［行と列の集計を行わない］を選択

行および列の総計を非表示

小計の非表示
このチュートリアルでは⼩計が表示されませんが、2つ以上の
フィールドが列（行）で使⽤されている場合に⼩計が表示さ
れます。⼩計も同様に非表示にすることができます。
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5. 勤務区分別人数を日ごとにカウント（実行結果）

「従業員名」の最終行にカスタム小計行を挿入

行のカスタム⼩計（縦方向の独自集計）の活⽤

カスタム小計
ピボットテーブル上の集計値を数式で参照して独自の計算を行
うことができます。

この画面では、⽇ごとにA～Gの各勤務区分の人数をカウント
した⼩計を表示しています。
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5. 勤務区分別人数を日ごとにカウント（デザイン）

①行のフィールドドラッグ
エリアの「従業員名」の設
定アイコンをクリック

②「カスタム⼩計」タブを
選択して［＋］をクリック

③以下を設定

行のカスタム⼩計（縦方向の独自集計）の活⽤

⚫ カスタム⼩計名：A人数

⚫ 挿入位置：最終

⚫ 数式： COUNTIF(勤務区分[Matrix],"=A")

④同様にAをB～Gに変えたカ
スタム⼩計を追加し［OK］ボ
タンをクリック

勤務区分[Matrix]は勤務区分のフィール
ドコードです。数式では⽇ごとの1列の
範囲で勤務区分の値を参照します。
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6. 従業員ごとの勤務日数をカウント（実行結果）

「勤務日」の最終列にカスタム小計列を挿入

列のカスタム⼩計（横方向の独自集計）の活⽤

カスタム小計
行のフィールドにカスタム⼩計を設定した場合は縦方向の集計、
列のフィールドにカスタム⼩計を設定した場合は横方向の集計を
行います。

この画面では、従業員ごとに勤務⽇をカウントした⼩計を表示し
ています。
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6. 従業員ごとの勤務日数をカウント（デザイン）

①行のフィールドドラッグエリアの「勤務
⽇」の設定アイコンをクリック

②「カスタム⼩計」タブを選択
して［＋］をクリック

③以下を設定し［OK］ボタンをクリック

列のカスタム⼩計（横方向の独自集計）の活⽤

⚫ カスタム⼩計名：勤務⽇数

⚫ 挿入位置：最終

⚫ 数式： 

COUNTIFS(勤務区分[Matrix],"<>休",勤務区分[Matrix],"<>")

勤務区分[Matrix]は勤務区分のフィールドコードです。数式
では従業員ごとの1行の範囲で勤務区分の値を参照します。
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7. 従業員が少ない勤務区分を強調（実行結果）
条件付き書式の活⽤

日ごとに人数が少ない勤務区分を強調表示

条件付き書式を利用する際の注意
条件付き書式は集計値に適⽤されます。ピボットテーブル
の行数や列数が多いほど対象のセルが多くなりパフォーマ
ンスが悪くなります



57

数式：
IF(ISBLANK(勤務区分[Matrix]),FALSE,勤務区分[Matrix]=0)

7. 従業員が少ない勤務区分を強調（デザイン）

②新しい書式ルールで以下を設定し［OK］ボタンをクリ
ック

条件付き書式の活⽤（従業員が0の勤務区分の書式設定）

①リボンエリアの［ホーム］タブの
［新規ルール］をクリック

テキストの色と背景色を設定

設定済みの書式は「ルールの管理」から確認／編集可
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数式：

勤務区分[Matrix] = 1

7. 従業員が少ない勤務区分を強調（デザイン）

④新しい書式ルールで以下を設定し［OK］ボタンをクリ
ック

条件付き書式の活⽤（従業員が1の勤務区分の書式設定）

③リボンエリアの［ホーム］タブの［新
規ルール］をクリック

背景色を設定
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8. 一覧をコピーして来月のシフト表を作成（実行結果）
絞り込み条件の異なる一覧を作成

データのないアイテムを表示することで該当レコードが存
在しない場合でも項目を表示することができます。レコー
ドがない空白セルに値を入力することで新規レコードを登
録することができます。
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8. 一覧をコピーして来月のシフト表を作成（デザイン）

①一覧のドロップダウンから「来月のシフ
ト」を選択

②設定をコピー

作成済シフト表をコピーして絞り込み条件の異なる一覧を作成

一覧のドロップダウンリストにはkintoneのカスタマ
イズの一覧が表示されます。一覧の先頭には設定され
ているkrewSheetのモードのアイコンが表示され、未
設定の一覧にはアイコンが表示されません。
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8. 一覧をコピーして来月のシフト表を作成（デザイン）

① 「従業員名」の設定アイコンをクリック

全従業員および来月の⽇付を表示した表を作成

②「データのないアイテムを
表示する」をチェック

「従業員」フィールドの選択項目に該当する
データがない場合でもすべての項目名をピボ
ットテーブルの行に表示します。

③ 「勤務⽇」の設定アイコンをクリック

④「データのないアイテムを表
示する」をチェックし、［OK
］ボタンをクリック

⽇付フィールドの場合は範囲を指定してデータの
ないアイテムを表示することができます。このチ
ュートリアルでは来月1⽇～末⽇を表示します。
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